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の合理的組織をもつ市民的経
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」を抱いていたであろう。また労働者も，「自由な労働
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結果」（ungewollte Folgen）であった（E: S. 82）とあらかじめ指摘し
ている。そしてかれは，以下の研究はいかなる意味においても，けっして宗教改革の思想的内容
を「評価しよう
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」と試みるものではなく，近代文化の一定の特徴的な内容のうち，どれだけを歴
史的な原因として「宗教改革の影響」に「帰属させ












































4 4 4 4 4 4


















4 4 4 4 4
」でのカルヴィニズムである。それはいわ
ば，マルクス自身の考えではなく，実際に，階級闘争にたいするプロレタリアートの「行為への
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実践的起動力
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」，すべての疑惑を悪魔の誘惑として拒絶することを無条件の義務とする
ことである。もう一つは，そうした自己確信を獲得するために，最善の方法として「たえまない
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職業労働
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道徳はどのようなものだったのか，したがって職業倫理の宗教
的な方向づけが実際にどのように影響をお
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よぼしたのか
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」が神の栄光を増大させるのに役立つ。「したがって時間の浪
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〔Berufung（calling）〕の目的の一つ
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」にそむいて，「神の管理人
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」は，
「まったく
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（wohl）さしつかえな




































































4 4 4 4 4 4 4 4
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による資本形成
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べてのキリスト教徒に
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，できるだけもう
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だけ節約するようにと
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るかれらの義務
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の基礎に立つ合理的生活態度は，―この論文はこのことを証明しようとしたの
だが―キリスト教

























































（bürgerl iches Wirtschaftsethos）であった」（E: S. 202）と力説している。「一つのエートス
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」（E: S. 181）ないし②「特殊市民的な職業
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業の倫理
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「あるすばらしい小さなエッセイ」とは，1910年6月7日と8日にDer Tag. Moderne illustrierte Zei-
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